
2018 年 12 月 14 日 

 

2019 年電子情報通信学会総合大会企画セッション 

「科学技術者コミュニティと軍事研究：軍民両用技術と科学技術の価値」 

 

電子情報通信学会技術と社会・倫理研究会 

 来る 2019 年電子情報通信学会総合大会において、電子情報通信学会技術と社会・倫理

研究会 （略称：SITE（Social Implications of Technology and Ethics）研究会）の企画セッ

ションとして、「科学技術者コミュニティと軍事研究：軍民両用技術と科学技術の価値」

と題するシンポジウムを開催します。このシンポジウムは、学協会をはじめとする科学技

術者コミュニティが軍事技術および軍民両用技術にどのように向き合うべきか考究するも

のです。このシンポジウムは、科学研究費挑戦的研究（萌芽）「軍事研究を哲学する：デ

ュアルユースの観点から」（研究代表者：出口康夫（京都大学））および、科学研究費基盤

（B）「インターネット研究倫理の構築－倫理問題の考察と倫理ガイドラインの提案」（研

究代表者：大谷卓史（吉備国際大学））の協力のもとで行います。詳細は下記の通りで

す。 

 

記 

（１）企画タイトル：科学技術者コミュニティと軍事研究：軍民両用技術と科学技術の価値 

（２）企画・運営：電子情報通信学会技術と社会・倫理研究会 

（３）協力：科学研究費挑戦的研究（萌芽）「軍事研究を哲学する： 

デュアルユースの立場から」（研究代表者：出口康夫（京都大学）） 

科学研究費基盤（B）「インターネット研究倫理の構築 

－倫理問題の考察と倫理ガイドラインの提案」 

（研究代表者：大谷卓史（吉備国際大学）） 

（４）企画趣旨・登壇予定者：別紙１・別紙２をご覧ください。 

（５）日程：2019 年 3 月 20 日（水） 

（６）時間：午後 1 時～午後 5 時 

（７）場所：早稲田大学（現在教室選定中） 

（８）講演・パネルディスカッションの構成：別紙 3 をご覧ください。 

（９）講演時間：各 25 分（質疑応答 5 分含む） 

（１０）パネルディスカッション：75 分（予定）※ 

 

※パネルディスカッションは、2 名のコメンテイターのコメントを各 10 分ずつ行ったうえ

で、討議に入ります。討議は、約 50 分予定。 

以上 



別紙１ 

2019 年電子情報通信学会総合大会企画セッション 

「科学技術者コミュニティと軍事研究：軍民両用技術と科学技術の価値」 

企画趣旨 

 

企画趣旨： 

科学技術者コミュニティは軍事研究にどう向き合うべきか、現代日本の問題として、哲

学・倫理学・科学技術社会論等の論者とともに討論・考察する。 

日本学術会議は、太平洋戦争中の科学者の戦争協力への反省に立ち、戦後永く科学者集団

の自律性の理念から軍事研究への関与を戒めてきた。 

ところが、科学技術の発展・高度化とともに、軍事・民生ともに応用される両用技術が注

目され、基礎科学者も軍事研究と無縁でないのではないかと疑われるようになっている。ま

た、2015 年「安全保障技術研究推進制度」が発足し、大学・公的研究機関は競争的資金に

依存する中で対応を迫られている。 

軍事技術と民生技術との境界はどこにあるか。とくに、人工知能に関しては、自動運転に

見られるようにその境界は曖昧である。また、軍事研究への関与を拒否する立場に立つとし

たら、軍事技術へのかかわりを完全に拒否することは可能であろうか。 

 ところで、社会学者 R.K.マートンは、科学者コミュニティの理念として公有主義・普遍

主義・利害の超越・系統的懐疑の 4 つを指摘した。科学論・科学社会分野において、軍事研

究も産業研究もこれらの理念を侵害する可能性があることが指摘されてきた。すなわち、科

学者は科学者コミュニティの理念（倫理）よりも、資金などの資源を提供する者の意思に従

うようになり、科学者コミュニティの理念（倫理）が侵食されるという懸念が示されてきた。 

 たとえば、科学の研究成果は公表すべしという公有主義は、軍事研究・産業研究のもとで

は、軍事機密や企業秘密の名目のもと秘匿化される懸念がある。ここでは、軍事研究の成果

を学会で発表させないという、一見「倫理的」に見える判断は、科学の公有主義を損なう点

で、軍事研究・産業研究の成果の秘匿化と同じ効果を有することに注意しなければならない。 

技術者コミュニティは、倫理綱領の制定とその時代的変化を通じて、相対的自律性を高め

ており、科学者コミュニティの理念を徐々に共有するようになってきている。技術者コミュ

ニティが軍事研究の成果の発表を拒絶する場合、やはり公有主義の理念を損なうことにな

るだろう。軍事技術を峻拒しようとしたことで、結果として、科学技術者コミュニティの理

念が損なわれることはないだろうか。 

このように、科学技術者コミュニティと軍事研究とのかかわりは、現代においてきわめて

複雑なものとなっている。本企画セッションは、技術系学協会を含む科学技術者コミュニテ

ィが軍事研究にどう向き合うべきか複数の視点から議論する。 
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2019 年電子情報通信学会総合大会企画セッション 

「科学技術者コミュニティと軍事研究：軍民両用技術と科学技術の価値」 

登壇予定者 

 

講演者（予定）： 

大庭弘継先生 京都大学大学院文学研究科研究員 

 「戦争と軍事研究におけるモラル・アポリア」 

久木田水生先生 名古屋大学大学院情報科学科准教授 

 「軍民両用技術と科学技術の価値：技術決定論と社会構成主義の議論を踏まえて 

本田康二郎先生 金沢医科大学人間科学領域准教授 

 「軍事研究と科学の公有主義：理化学研究所と技術院の比較を通して考える」 

眞嶋俊造先生 広島大学大学院総合科学研究科准教授 

 「正戦論と軍事研究」 

村上祐子先生 立教大学理学部特任教授 

 「軍民両用技術において自律的知能機械対人間という枠組みは妥当か」 

（五十音順） 

 

パネルディスカッション討論者（予定）： 

江間有紗先生 東京大学政策ビジョン研究センター特任講師 

 「人工知能と安全保障技術に関する世界的な議論の論点整理」 

山下愛仁先生 自衛隊航空研究センターセンター長・一等空佐 

  「科学技術の軍民区別の困難性：どのように区別するのか」 

 

司会・趣旨説明： 

森住哲也 神奈川大学工学部特別助教・電子情報通信学会技術と社会・倫理研究会研究専

門委員会委員長  
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2019 年電子情報通信学会総合大会企画セッション 

「科学技術者コミュニティと軍事研究：軍民両用技術と科学技術の価値」 

構成案 

 

13 時 00 分～13 時 15 分 開会挨拶・趣旨説明 

13 時 15 分～13 時 40 分 久木田水生「軍民両用技術と科学技術の価値 

：技術決定論と社会構成主義の議論を踏まえて」 

13 時 40 分～14 時 05 分 眞嶋俊造「正戦論と軍事研究」 

14 時 05 分～14 時 30 分 大庭弘継「戦争と軍事研究におけるモラル・アポリア」 

14 時 30 分～14 時 40 分 休憩 

14 時 40 分～15 時 05 分 本田康二郎「軍事研究と科学の公有主義 

：理化学研究所と技術院の比較を通して考える」 

15 時 05 分～15 時 30 分 村上祐子「軍民両用技術において自律的知能機械対人間という

枠組みは妥当か」 

15 時 30 分～15 時 45 分 休憩 

15 時 45 分～17 時 00 分 パネルディスカッション（PD）とまとめ 

コメント１：江間有紗「人工知能と安全保障技術に関する世界的な議論の論点整理」 

コメント２：山下愛仁先生 「科学技術の軍民区別の困難性：どのように区別するのか」 

 

※１ 講演とコメントの順序およびタイトルは予定。 

※２ 各 PD 指定討論者は１０分程度のコメントを実施。そのうえで 50 分間フロアを交

えて応答＆討議。 

 


